平成1６年度　第１回　デジタル1種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　データ伝送におけるベースバンド信号のうち、“0”は“01”に、“1”は“00”と“11”に交互に交換する伝送路符号形式は、（　ア　）方式といわれる。                            (4点)
	　①　ユニポーラ　　②　0反転　　③　複　流　　④　AMI　　⑤　CMI


(2)　OSI参照モデルにおけるネットワーク層は、開放型システム相互が一つ又は複数の通信網を介してデータ転送を行うための（　イ　）及び中継に関する機能を提供している。　　　　　　 (4点)
	　①　データリンクの確立　　②　経路選択　　③　ビット列伝送

　④　データの圧縮・復元　　⑤　暗号化


(3)　フレームリレー交換網に関する次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　 (4点)
　　A　フレームリレー交換網では、伝送エラーが起こったときの再送制御は行っていない。

　　B　網がふくそう状態にあるとき、ふくそうを解消させるために網は、フレームを廃棄することがある。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(4)　HDLC手順における誤り制御に関する次の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　(4点)
　　A　受信側は、受信した複数フレーム分の伝送誤りチェック結果を個々のフレームごとでなく一括して送信できるので、HDLC手順による伝送は、安定した伝送路を用いる場合には伝送効率が高い。

　　B　HDLC手順では、通信のためのすべてのコマンド及びレスポンスに対してCRCによる伝送誤りチェックを行っている。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(5)　出線数nの伝送設備にaアーランの呼量が加わりそのうち運ばれた呼量がacアーランであった。このときの呼損率は、（　オ　）で表される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
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第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　物理的なインタフェース速度が1,544キロビット/秒のISDN一次群速度ユーザ・網インタフェースでは、Dチャネルを含まない場合、すなわち、Dチャネルを同じユーザ・網アクセス構成内の他のインタフェースと共用する場合、一つのインタフェース当たり、H0チャネルを最大、（　ア　）チャネル利用できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　1　　②　2　　③　3　　④　4　　⑤　5


(2)　ITU－T勧告X.25において、DTパケット内の（　イ　）ビットは、データを複数のDTパケットに分割して伝送する場合に使用される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　D　　②　E　　③　F　　④　M　　⑤　Q


　(3)　公衆データパケット交換網のVCにおけるパケット多重は、一本の伝送路に複数の論理チャネルを設定することにより実現される。これらの論理チャネルはCRパケット及びCAパケットの（　ウ　）を網側で対応づけることにより構成される。　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　GFI、LCGN　　②　CLL、CDL　　　③　P(R)、P（S）

　④　TYP、FL　　 　⑤　LCGN、LCN


　(4)　IEEE802.2に規定されている論理リンク制御副層のプロトコルにおいて、（　エ　）フレームは、論理リンク制御ヘッダの中の制御情報に送受信順序番号を持たないデータリンクの設定、切断等を通知するフレームである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　I　　②　F　　③　S　　④　U　　⑤　A


　(5)　インターネット上で、クライアントからメールを送信する場合、メールをあて先のメールサーバへ送信するためのプロトコルとして、一般的に、（　オ　）が用いられる。　　　　　　　　 (4点)
	　①　POP3　　②　LCP　　③　SMTP　　④　HTTP　　⑤　SNMP


第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　 (小計20点)
　(1)　HDLC手順において、（　ア　）型データリンクは、一次局と二次局で構成され、データリンクの設定やリンクレベルでの誤り制御、回復などに関して、一次局が責任を持っている。　　 (4点)
	　①　不平衡　　②　平　衡　　③　複　合　　④　従　属　　⑤　主　従


　(2)　HDLC手順におけるフレームに関する次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　 (4点)
　　A　一次局が送信するフレームには、コマンドフレームとレスポンスフレームがある。

　　B　複合局が送信するフレームのうち、相手複合局のアドレスをあて先としているフレームは、コマンドフレームである。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(3)　コネクションレス型通信に関する次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　 (4点)
　　A　あて先端末に到達するデータは、送信端末の送信順序どおりとは限らない。

　　B　データ転送時には、フロー制御を行ってふくそう等の発生を防いでいる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


　(4)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおける確認形情報転送手順に関する次の記述のうち誤っているものは、（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　ポイント・ツー・ポイントリンクを使って通信が行われる

　②　モジュロ128の順序番号を用いた送達確認が行われる。

　③　データ伝送でフレームの流量を制御するときは、フロー制御が行われる。

　④　ユーザ情報は情報フレームで伝送される。

　⑤　情報転送時にフレームのTEIの値は、127に設定されている。


(5)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ2に関する次の記述は、（　オ　）が正しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　Dチャネルは、16キロビット/秒の半二重の通信チャネルである。

　②　呼ごとの経路制御を行っている。

　③　複数の呼を識別するための呼番号やプロトコル識別子が用いられる。

　④　同一バス上の複数端末が独立にデータリンクを設定し、通信できる。

　⑤　Dチャネルアクセスの競合制御を行っている。


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　図は、ISDN基本ユーザ・網インタフェースの回線交換呼（ポイント・ツー・ポイント）におけるレイヤ3の一般的な接続シーケンスを示したものである。網がBチャネルを発信側TEと着信側TEの両方へ接続する動作を始めるのは、（　ア　）してからである。　　　　　　　　　　(4点)
	　①　着信側TEが網にALERTを送信　　　　　　②　発信側TEがALERTを受信

　③　網が着信側TEからCONNを受信　　　　　 ④　着信側TEがSETUPを受信

　⑤　網が発信側TEにCALL　PROCを送信
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　(2)　パケット形態端末相互間の通信シーケンスにおいて、発信端末の発呼要求パケットを受けた網は、着信端末に着呼を通知する。着信端末は、着信できる状態であれば、網に（　イ　）パケットを送り、網は発信端末へ接続完了パケットを送出する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　CA　　②　CF　　③　CN(IC)　　④　CI　　⑤　CC


　(3)　公衆データパケット交換網では、各ユーザ当たりのユーザあての送信待ち及び応答確認待ちパケット数（網内滞留数）の限度が定められている。この限度を越えてDTパケットを送信してきたユーザの端末に対しては、網から（　ウ　）パケットを返送して入力規制が行われる。　　　　(4点)
	　①　ENQ　　②　CF　　③　RR　　④　RNR　　⑤　RF


　(4)　パケット形態端末相互間のVCサービスにおいて、着信端末が着呼を拒否した場合、復旧要求パケットを受けた公衆データパケット交換網は、発信端末へ（　エ　）パケットを送出する。 (4点)
	　①　CC　　②　CI　　③　CF　　④　CA　　⑤　CQ


　(5)　ITU－T勧告H.323に準拠したIP電話網において、ゲートキーパは、電話番号と（　オ　）の変換機能、端末のネットワークへの登録機能などを持つ。 　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　サブアドレス　　②　物理アドレス　　　③　MACアドレス

　④　IPアドレス　　 ⑤　ベースアドレス


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　公衆データパケット交換網でVCサービスを受けるDTEの接続形態のうち、HDLC手順を使用する非パケット形態端末（Xシリーズインタフェース）の接続形態は、（　ア　）である。　(4点)
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　(2)　光ファイバケーブル心線の融着接続部は、被覆が完全に除去されるため機械的強度が低下するので、この部分の補強方法として、主に（　イ　）法が採用されている。　　　　　　　　　　(4点)
	　①　フラットプロテクタ　　②　熱収縮チューブ　　③　ルーズチューブ

　④　フェルール　　　　　　⑤　PVC


　(3)　ISDN基本ユーザ・網インタフェースの参照構成において、伝送路の終端、給電などは（　ウ　）の機能とされる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　NT1　　②　NT2　　③　TE1　　④　TE2　　⑤　TA


　(4)　ITU－T勧告I.430では、ISDN基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ポイント・ツー・マルチポイント配線構成で短距離受動バスの配線を行う場合、高インピーダンス線路（150オーム）であればNTからの最大線路長は、（　エ　）メートル程度とされている。　　　　　　　　 (4点)

	　①　50　　②　100　　③　200　　④　300　　⑤　500


　(5)　次のAからEの記述は、バス形ネットワーク構成のLANで用いられる媒体アクセス制御法であるCSMA/CD（IEEE802.3の規格）について述べたものである。端末がデータを送信する場合の動作順序は、（　オ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
　　A　端末は、伝送路が空いていると判断して、データを送出する。

　　B　端末等は、衝突が発生したことを全ノードに知らせる。

　　C　端末は、伝送路に他の端末からの搬送波が流れているかどうかを調べる。

　　D　端末は、ランダムな時間を待った後にデータの再送出を試みる。

　　E　他の端末が同じようにデータを送出した場合には、信号の衝突が発生する。

	1 A→B→D→E→C　　②　C→A→E→B→D　　③　 A→C→E→B→D

　④　A→C→B→E→D　　⑤　C→B→D→E→A


解答

第1問（ア）⑤　（イ）②　（ウ）③　（エ）③　（オ）⑤

第2問（ア）④　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）④　（オ）③

第3問（ア）①　（イ）②　（ウ）①　（エ）⑤　（オ）④

第4問（ア）③　（イ）①　（ウ）④　（エ）②　（オ）④

第5問（ア）①　（イ）②　（ウ）①　（エ）③　（オ）②
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